





















A Regional Study Includes GIS in Education of Geography
－ A Case Study of Fieldwork for Study about Disaster Prevention －
Ryouhei  DoUMAE・Megumi  TAKAKI・Daiki  SHINoKURA
【要約】平成30年２月に文部科学省から公表された高等学校次期学習指導要領改定案において
様々な科目で大きな変更が行われる．地理歴史における地理は現行の地理 A・Bを改変し地理
総合・地理探究となる見込みとなっている．内容では地理情報システム（GIS）の位置づけが
従来の学習指導要領と大きく異なった．GISを使用することにより効率的に空間分析を行える
ことが可能となるが，そのためにはある程度の知識と技能が必要となり，教員への負担が増え
ると見込まれる．これらの問題意識をふまえ高等学校などで現実的に行える GISを用いた地理
教育について防災をテーマに地域学習を行うと仮定し授業の実践案を検討した．
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また防災についても大きな改定がみられる．地理 Aでは「自然環境と防災」のなかで「我
が国の自然環境の特色と自然災害とのかかわりについて理解させるとともに，国内にみられる
自然災害の事例を取り上げ，地域性を踏まえた対応が大切であることなどについて考察させ
る」とあり，国内の自然災害の全般的理解にとどまっているが，地理総合では同じく「自然環
境と防災」において「人間と自然環境との相互依存関係や地域などに着目して，課題を追究し 
たり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する」として
いる．また身に付ける知識および技能として「我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生徒
の生活圏で見られる自然災害を基に，地域の自然環境の特色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理
解すること」，また「様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧地形図をはじめとする
各種の地理情報について，その情報を収集し，読み取り，まとめる地理的技能を身に付けるこ
と」という非常に具体的な表現になっている．なかでも生活圏の自然災害を中心とし，規模や
頻度など自然災害について詳細に理解させ，備えや対応の重要性を理解させるなど危機管理的
側面が強く表されており，昨今の自然災害の多発が背景に存在すると思われる．なお身に付け
るべき思考力・判断力・表現力については「地域性を踏まえた防災について，自然及び社会的
条件との関わり，地域の共通点や差異，持続可能な地域づくりなどに着目して，主題を設定し，
自然災害への備えや対応などを多面的・多角的に考察し，表現すること」とし防災について考
察し表現するという内容になっている．
以上のように改定案について筆者が着目した点を述べてきたが，GISと防災において大きな
改定があり，これを教育現場でどのように実践するのかという問題意識がうまれた．東日本大
震災以降，全国で防災に対する意識は高まり，身近な地域における自然災害に対する理解は以
前に比べると進んでいると思われる．そのため西（2017）や髙田（2017）のように様々な教
育現場でも事例として取り上げた例は多いと思われるが，懸念すべきは GISである．
GISはデジタル化された地図データに様々な地理情報を合わせ様々な統計地図や主題図を作成
する技術である．大量のデータを用いた地図も作成できるため効率的に空間分析を行うことができ
る．しかし利用に際し応用的な情報処理技術が必要であるため，一朝一夕では十分に活用するこ
とができない．生徒に利用させる場合は限定的な操作で実践することができるが，そのためには教
員が GISを理解しておく必要があるために情報処理を不得意とする教員の場合は大きな負担にな
る可能性がある．また GISを利用する場合もGISソフトは様々なものが存在し，操作概念が大き
く異なるものも存在するため，目的に沿ってどのソフトを選択するかといった判断も重要である．
そこで本稿では上記の問題意識をふまえ高等学校などで現実的に行える GISを用いた地理
教育について考察することを目的とする．また GISで利用する地理情報は防災を取り上げる．
具体的には筆者らが所属する久留米大学の周辺地域を事例に防災をテーマとした地域学習を
行ったと仮定し，そこで得られた様々な地理情報をもとに防災について考察するという授業の
実践案について検討する．このなかで GISをどのように利用できるのか基本的な情報処理技
術で GISを用いるという条件で検討してみる．
Ⅱ．地域学習のための基礎資料と GISの利用
１．地域学習のための基礎資料
地域学習を行うにあたり事前に基礎資料の準備が必要となる．目的やテーマにより詳細は異
なってくるものの，国土地理院発行の１/25,000地形図などは全般的に必須となる資料である．
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本稿では防災をテーマとした地域学習と仮定するために，久留米大学が所在する久留米市御井
町周辺に関する自然災害に関する基礎資料を概観したい．なお久留米市には身近な自然災害と
して水縄断層の存在と筑後川の水害があり，本稿の防災のテーマとして取り上げたい．
まず地形図のほかに国土地理院が提供している都市圏活断層図がある．都市圏活断層図は都
市圏を中心に明らかとなっている活断層の位置について表現したもので，久留米市の場合は水
縄断層の位置を確認できる．地形の高低差などの現地調査のフィードバックとして用いること
ができよう．都市圏活断層図は国土地理院のホームページで閲覧でき，活断層以外にも火山な
どに関する主題図も公開されている．
また筑後川水害については久留米市の筑後川洪水ハザードマップにおいて水害が発生した場
合の浸水地域と浸水水位を確認することができる．なおこのハザードマップは1953（昭和28）
年に発生した西日本大水害と同規模の水害が発生した場合を想定している．このハザードマッ
プは久留米市のホームページで閲覧することができる．なお土砂災害危険地域などの地図も公
開されている．筑後川は日本三大暴れ川のひとつに数えられるほど水害が多発するため，多く
の水害に関する記録がある．それらを概観できる資料は久留米市史などの自治体史である．合
併前の旧自治体史にも水害に関する記述が多く，これら郷土資料も活用できる．
その他，地理学関連の論文においても特定地域の自然災害を扱った論文があるため，地域に
よっては活用できる場合がある．JSTAGEなどで閲覧できる論文もあるため参考になる．
２．GIS の利用とデータ
GISはデジタル化した地図データを表示し，様々な地理情報をあわせることで様々な地図を
作成する技術である．利用にあたり様々な GISソフトがあるため，目的に沿った選択をする
必要がある．GISソフトとして一般的に用いられているのは ArcGISであり，非常に高機能で
あり様々な処理が行えるソフトである．しかし非常に高価であるため学校における複数台での
利用は難しいと思われる．
近年世界的に利用が増加している GISソフトは QGISである．これはフリーソフトのため無
料で利用でき，ArcGISと同様の概念的理解で操作することができる．プラグインなども充実
しつつあるため，今後の利用が期待される GISソフトである．QGISならば学校のコンピュー
タ全てにインストールし生徒が利用するといったことも現実的に可能であろう．そのため次章
以降の地域学習の事例では QGISを利用すると仮定する．
さて QGISで利用できる地図データは Shape（シェイプ）ファイルというデータである．
Shapeファイルは一般的な地図データのファイルとして利用されており，ArcGISでも利用で
きるファイルである．Shapeファイルは様々な地図データを点（ポイント）・線（ライン）・面
（ポリゴン）のベクトル形式で表現するファイルであり，具体的には道路を表す線や建物の形，
川の流れなどを表現することができる．これら様々な Shapeファイルを組み合わせることに
よって任意の地図を作成することができるのである．
日本国内における地図のデータは国土地理院が公開している基盤地図情報が最も基本的なも
のであろう．基盤地図情報を用いれば道路，建物，河川，湖沼，海岸線などの地図を任意の縮
尺で作成できる．ただし提供されているのは XML形式であるため Shapeファイルに変換する
必要がある．国土地理院が提供している基盤地図情報ビューワーにおいて XML形式の地図
データを読み込み，Shapeファイルとして出力（エクスポート）することで変換できる．変換
したデータを QGISで読み込むことで地図を作成することができる．
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図１は久留米大学の周辺地域の道路と建物を表した地図である．基盤地図情報の「道路縁」
と「建築物の外周線」を shapeファイルに変換して表示している．なおここで用いた建築物の
外周線とは建物の形を面ではなく線で表す方法で，線（ライン）と面（ポリゴン）をあわせて
ポリラインといわれる．面に比べデータ量が小さくなるため動作が安定する一方で，塗りつぶ
すことができないという特徴がある．
また総務省統計局 e-statの小地域境界データは Shapeファイルで提供されているため，ダウ
ンロードしてそのまま QGISで利用することができる．
以上のように Shapeファイルの用意と QGISにおける表示という基本的利用であれば，教員
側の自発的な習得も可能であると思われる．この地図データに統計データをあわせることで統
計地図を作成できるのである．具体的な手順等は既存の QGISの手引書等を参考にされたい．
Ⅲ．久留米市を事例とした地域学習１　―盛り土や水屋の分布からみる水害地域―
１．コース案
盛り土や水屋の分布からみる水害地域の地域調査コースとして久留米大学に隣接する福岡県
久留米市合川町（以下，合川）を中心としたコース設定を行った（図２）．
スタート地点・ゴール地点ともに久留米大学を起点とし全長約2.5km，所要時間約１時間強
のコースとなっている．合川は古くからの農村集落であったが近年は住宅地化している地域で
ある．コース上には筑後川の水害に対しての様々な対策を今でも見ることができる場所となっ
ている．
久留米市立合川小学校は敷地全体が周囲の土地よりも高くなっており，石垣で補強がされて
いる。さらに校内には実際に使用されていたあげ舟と呼ばれる洪水時に使用される舟が展示さ
れている．また，コース上では一般住宅でも屋敷地全体の盛り土や水屋と呼ばれる水害対策の
建築物を見ることが可能である．
図１　久留米大学周辺の道路と建築物 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報を用いて篠倉作成
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コース全体の標高差も起点となる久留米大学が最も標高が高く，北へ行くにつれて標高が下
がるのが徒歩でも実感できる場所となっている．
２．盛り土と水屋の観察と地図への書き込み
水害地域調査コースの地図を国土地理院発行の１/25,000地形図（久留米）と QGISを用い
同場所の白地図の２枚を準備した（図３，図４）．
図３は１/25,000地形図を使用しての地域調査を行った際に，直接気づいたことを書き込ん
だ図となる．地図記号が描かれているために名称は不明としてもどこに何があるかはおおよそ
地図から読み取れることが QGISの白地図と異なり利点となった．ただし，縮尺の都合上，狭
い道路などが省略されており，この地図だけを用いて地域調査を行うには土地勘が必要である
と思われる．
図４は QGISを用い国土地理院基盤地図情報を使用し，図３同様に調査中に気づいたことな
どを書き込んだ図となる．地形図とは異なり新しい地図情報が反映されやすいため実際に調査
する場所の変化への対応は紙地図と比べて圧倒的に使用しやすい．さらにすべての道路もその
幅に応じたサイズで表示されるために狭い道であっても表記されていることにより土地勘がな
くても道に迷う可能性が低くなる．ただし，地図記号などの表記がないためにどこに何がある
かは実際にその場所に行かなければ分からないといった点が存在した．
図２　合川を中心とした水害地域調査コース 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報を用いて高木作成
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図３　地形図を用いた地域調査図：水害地域調査コース 
　　　　国土地理院１/25,000地形図「久留米」（平成10年修正版）一部拡大を用いて高木作成
図４　国土地理院基盤地図情報を用いた地域調査図：水害地域調査コース 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報を用いて高木作成
地理学における教科教育のためのGIS を利用した地域学習 37
３．地域学習をふまえた考察
合川では水害対策として屋敷地全体をかさ上げする盛り土が行われてきた．しかし筑後川の
治水工事がすすみ水害の危険性が減少したため，その後に建てられた家屋は盛り土をしていな
い場合が多い．つまり家屋の相対的な新しさや古さを観察させることで建築年代を推測させ，
どの時期まで水害の危険性があったのか考察させることができる．
また盛り土の高さを観察させ分布図を作成させると標高が低くなると盛り土の高さが増すこ
とが明らかとなる．つまり水害時にはどの高さまで浸水する可能性があるのか理解できる．こ
の結果，生徒の身近な地域で水害が発生した場合には，標高が高くなる方面に避難するなど自
然災害に対して具体的に「備えや対応」を理解することができると思われる．
同じく水屋の分布図を作成することで多角的に浸水地域を明らかにすることができ，より整
合性がとれる考察になると思われる．なお合川ではかつて水害時の避難用としてあげ舟が利用
されており，現在でも所有している場合がある．そのような水害に関連する様々な事象をとら
えさせることで，身近な地域の自然災害に対する理解と対応を学ぶことができるであろう．
分布図については地域調査で得られた結果を QGISで点（ポイント）データとして追加する
と作成できる（図５）．事象の数が少数であるため生徒が手動でポイントを追加した分布図を
作成させることができるであろう．この分布図に教員側で用意した等高線の Shapeファイルを
追加すると上記のような考察ができる（図６）．
図５　合川における盛り土および水屋の分布 
　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報をもとに地域調査の結果から篠倉作成
久留米大学文学部紀要情報社会学科編第13号38
Ⅳ．久留米市を事例とした地域学習２　―土地の高低差からみる断層と扇状地―
１．コース案
土地の高低差からみる断層と扇状地の地域調査コースとして久留米大学が立地する福岡県久
留米市御井町（以下，御井）を中心としたコース設定を行った（図７）．
久留米大学を起点とし全長約1.8km，所要時間約50分のコースとなる．御井は古くから薩摩
街道の宿場町であり，筑後一宮の門前町として栄えていた地域である．近年では合川同様に住
宅地化している地域である．
コース上全体が扇状地の一部となっているために土地の高低差を容易に観察できる．さらに
JR久留米大学前駅とその北に隣接する味水御井神社の間には断層によって形成された崖があ
り，急勾配の坂道を通ることにより土地の高低差を体感できる場所となっている．
コース全体の標高は高良山に近い東側が最も高く，JR久留米大学前駅の北側にある味水御
井神社の境内が最も低くなっており，徒歩でも十分扇状地や断層により形成された土地の高低
差も実感できるコースである．
図６　合川における盛り土および水屋の分布と等高線 
　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報をもとに地域調査の結果から篠倉作成
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２．土地の高低差からみる断層と扇状地の観察と地図への書き込み
断層・扇状地調査コースの地図を国土地理院発行の１/25,000地形図（久留米）と QGISを
用い同場所の白地図の２枚を準備した（図８，図９）．
図８は１/25,000地形図を使用して地域調査を行った際に，直接気づいたことを書き込んだ
図となる．等高線も地図内に描かれているものの，一部拡大の地図ではどの方向に高低差があ
るのかが判断できなかった．水害地域で使用した地形図（図３）同様に地図記号があるために
目安となる施設などが事前に分かったが，やはり地図情報の更新が古いために現在の道路と異
なる地点が存在して地域調査をする際に混乱する可能性が高かった．
図９はQGISを用い国土地理院基盤地図情報を使用し，図８同様に書き込みをした図となる．
こちらの地図には地図記号がないために目印となるような施設を事前に把握することが困難で
あるが，道路情報は新しく狭い道も表記されているために駅から神社への道など迷う心配はな
かった．今回は土地の高低差を中心とした観察だったために施設名などの表記が少ないが，そ
の点を含めて事前指導を行っていれば土地の高低差だけでなく施設名称などの書き込みも容易
である．
図７　御井を中心とした断層・扇状地調査コース 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報を用いて高木作成
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図９　国土地理院基盤地図情報を用いた地域調査図：断層・扇状地調査コース 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土地理院基盤地図情報を用いて高木作成
図８　地形図を用いた地域調査図：断層・扇状地調査コース 
国土地理院１/25,000地形図「久留米」（平成10年修正版）一部拡大を用いて高木作成
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３．地域学習をふまえた考察
合川より御井へ向かうと上り坂になっていることがわかる．これは地形図などの等高線を確
認しても良いが，実際に歩いた場合には，緩やかな上り坂と急勾配の上り坂など様々であるこ
とが分かる．この地域は高良川が形成した扇状地の扇端に位置すると同時に水縄断層の断層崖
による複合的な地形になっている．そのため扇状地の扇端に位置する場合には緩やかな上り坂
となり，断層崖に位置する場合には急勾配の上り坂になる．この高低差の違いは体感的に生徒
が理解できると思われる．
GISの利用に関しては地域調査で得た土地の高低差の結果を線（ライン）データとして追加
することで高低差が著しい，あるいは緩やかな場所などが地図に表される．その地図を前述し
た都市圏活断層図と照らし合わせることで水縄断層の存在が浮かび上がり，地震災害が発生す
る可能性がある地域と理解させることができる．一方で扇状になっている緩やかな高低差も確
認できると思われる．ここでも等高線の Shapeファイルを確認・追加すると扇状の地形がより
顕著に確認できる．
断層崖が存在する場合は扇端を横断している形になるため，扇状地の伏流水が断層崖から湧
水として地表に現れている．その湧水は合川を流れており，生活用水や農業・工業用水として
古くから利用されていた．そのため地誌学的な考察の対象としても活用できる事例となる．ま
た扇央に位置する御井はかつて墓地が広がっており，その後，陸軍用地や大学と土地利用が変
化してきた．扇状地と土地利用との関係についても考察できる事例となる．
Ⅴ．むすび
本稿では高等学校などで現実的に行える GISを用いた地理教育について考察することを目
的とし，防災をテーマとした地域学習を事例に授業の実践案を検討してみた．基礎資料におい
て重要となる地形図であるが，対象とする地域の範囲によっては縮尺が自由に設定できる GIS
地図のほうが利便性が高い場合もある．GISに触れたことがない教員でも QGISと Shapeファ
イルを用意することで地域学習のための地図作成やフィードバックで用いる地図を作成するこ
とができる．ただし Shapeファイルを用意する過程で変換作業などが発生する場合もあり，そ
の点は個々の習得が必要となる．なお GISにおけるアクティブラーニングの実践に関しては
篠倉（2017）を参照されたい．また防災の面では身近な地域における自然災害に対する理解
や備え・対応について，本稿で取り上げた事例のように地域学習を通して体験的に理解させる
ことが重要であろう．
そして本稿では，改定案に沿った上で，防災やフィールドワーク，GISを関連づけて用いた
総合的な授業案の検討という点に特徴を見出すことができるであろう．
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